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安心・便利な

口座振替を

ご利用ください。

●
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　

…
第
９
期

3月の納税3月の納税

P.２� まちのできごと�

P.５� 備えて安心　

P.６� 健康カレンダー

P.８� くろしお子どもニュース

P.13� 役場からのお知らせ

P.17   IWKTV番組予定表

P.18   まちの掲示板

P.20�【トピックス】はちきんプロジェクト

P.22� くろしおっ子を紹介します！

主な内容

34メートルの最大津波高予測発表から1年。今後も黒潮町では、避難放棄者・犠牲者ゼロを目指し、地域や

学校と連携して南海地震対策を推進していきます。（写真は南郷小学校の避難訓練）【関連記事4ページ】

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,609人　（前月比37人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,738世帯
●15歳未満の年少人口　1,167人（比率9.26％）

●65歳以上の老齢人口　4,601人（比率36.49％）

●人口のうごき

2013（平成25）年1月31日現在

※７月９日の法改正により、７月から外国人住民を含む人口となっています。

2013（平成25）年1月31日現在

増加 22人　出生5人　　　   転入17人　　職権2人
【男2人　女3人】 【男1人】【男3人　女14人】 【男2人】

減少 59人　死亡30人　    転出29人　　職権4人
【男12人　女18人】 【男16人　女13人】

【男5,958人  女6,651人】

【男614人  女553人】

【男1,852人  女2,749人】

あきらめない。揺れたら逃げる。
より早く、より安全なところへ！
あきらめない。揺れたら逃げる。
より早く、より安全なところへ！
あきらめない。揺れたら逃げる。
より早く、より安全なところへ！

1

2 「役場への提案」を募集します。

皆さんの声をお寄せください。（13ページ）
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カ
ツ
オ
年
間
水
揚
げ
額
日
本
一
！

「
佐
賀
明
神
丸
」に
優
秀
船
表
彰

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
黒
潮
町
で
は
、
町
の
水
産
業
振
興
に

著
し
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
１
月

２３
日
、

第
１
２
３
佐
賀
明
神
丸
と
第

２８
福
吉
丸

へ
優
秀
船
表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。

▼
第
１
２
３
佐
賀
明
神
丸（
佐
賀
）

　
平
成

２４
年
の
「
近

海
カ
ツ
オ
一
本
釣

り
中
型
船
の
部
」

で
、
水
揚
げ
額
５

億
７
５
０
０
万
円

を
記
録
し
、
平
成

１２
年
の
操
業
開
始

以
降
８
度
目
の
「
年

間
水
揚
げ
額
日
本
一
」の
栄
誉
を
達
成
。

同
船
が
所
属
す
る
明
神
水
産
㈱
の
取
締

役
社
長
・
明
神
正
一
さ
ん（
写
真
中
央
）

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

▼
第
２８
福
吉
丸（
上
川
口
）

　
同
「
小
型
船
の

部
」
で
水
揚
げ
額

３
億
１
６
０
０
万

円
を
記
録
。船
主
・

坂
本
年
史
さ
ん（
写

真
右
）
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

（
水
産
振
興
係
）

　
今
年
も
カ
ツ
オ
漁
の
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
ま
し
た
。
２
月
１
日
、
カ
ツ
オ
一

本
釣
り
船
団
の
先
陣
を
切
っ
て
、
明
神

水
産
㈱
の
「
第

１１
佐
賀
明
神
丸
」
が
佐

賀
漁
港
を
出
港
し
ま
し
た
。
同
船
は
、

燃
料
と
な
る
Ａ
重
油
の
高
騰
が
続
い
て

い
る
た
め
「
第
１
２
３
佐
賀
明
神
丸
」

の
後
継
と
し
て
建
造
し
た

１９
ｔ
小
型
船
。

　
船
は
、
港
内
の
い
け
す
で
活
餌
（
活

き
イ
ワ
シ
）
を
積
み
込
み
、鹿
島
神
社

に
安
全
と

大
漁
を
祈

願
し
て
漁

場
へ
向
か

い
ま
し
た
。

（
水
産
振
興
係
）

 　
黒
潮
町
で
作
ら
れ
た
黒
砂
糖
を
使
っ

た
商
品
を
一
堂
に
集
め
た
「
黒
糖
祭
り
」

が
、
２
月
３
日
、
早
咲
の
新
製
糖
工
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
潮
町
特
産
品
開

発
推
進
協
議
会
の
主
催
。

　
当
日
は
穏
や
か
に
晴
れ
、
会
場
に
は

黒
砂
糖
や
天
日
塩
な
ど
、
黒
潮
町
産
の

基
本
調
味
料
「
さ
し
す
せ
そ
」
を
使
っ

た
料
理
や
デ
ザ
ー
ト
の
お
店
が
並
び
ま

し
た
。
ま
た
、
つ
き
た
て
の
お
餅
や
ポ

ン
菓
子
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
絞
り
汁
な
ど

の
無
料
配
布
も
あ
り
、
家
族
連
れ
な
ど

多
く
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
生
産
が
始
ま
っ
た
黒
潮

町
の
黒
砂
糖
は
、
戦
後
、
精
白
糖
に
押

さ
れ
て
一
時
途
絶
え
ま
し
た
が
、
昭
和

６２
年
に
再
開
。
今
も
昔
な
が
ら
の
製
法

で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
砂
糖
は
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
え

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

  　
幡
多
地
域
の
自
然
や
文
化
を
探
求
し

活
動
す
る
人
た
ち
に
よ
る
研
究
発
表
会

「
は
た
の
お
と
２
０
１
３
」
が
、
２
月

２
日
、
大
方
あ
か
つ
き
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。「
は
た
の
お
と
」
は
、
記
録
す

る
「
ノ
ー
ト
」
と
発
信
す
る
「
音
」
の

２
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
３
回
目

と
な
る
今
回
は
、
大
学
生
や
青
年
団
員
、

研
究
者
、
農
家
な
ど
９
組

１１
人
が
、
観

光
、
祭
、
有
機
農
業
、
海
や
山
の
動
物

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
研
究
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
部
門
で
は
、

若
山
楮
や
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
な
ど
の
発
表

が
あ
り
、
参
加
者
は
、
休
憩
時
間
に
は
、

ロ
ビ
ー
で
ポ
ス
タ
ー
展
示
を
見
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

家族や関係者に見送られ佐賀漁港を出港するカツオ船。

黒潮町では初開催。発表者・スタッフ含めて８５
人が参加しました。ウミシダやコウモリといっ
た専門的な内容も、ここでは楽しく学べます。

大
漁
祈
願
し
て
カ
ツ
オ
船
団
出
港

幡
多
は
面
白
い「
は
た
の
お
と
」

か
つ

じ

メ
ニ
ュ
ー
い
ろ
い
ろ「
黒
糖
祭
り
」
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２
月
２
日
、
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ

ー
「
こ
ぶ
し
」
に
て
、「
元
気
い
き
い

き
町
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１

１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
い
き
い
き
長
寿
賞
（
在
宅
で
自
立

し
て
生
活
し
て
い
る
今
年
度

９０
歳
に
な

ら
れ
た
方
）」
の
対
象
者
は

１２
人
で
、授

賞
式
に
は

１０
人
が
参
加
。
町
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
の
授
与
が
あ
り
、
授
賞

者
の
元
気
な
姿
は
、
町
民
の
目
指
す
目

標
と
な
り
ま
し
た
。
授
賞
者
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
師
に
高
知
大
学
医
学
部
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
助
教
の
永
野
靖

典
氏
を
お
招
き
し
、「
健
康
寿
命
延
伸

の
た
め
に
貯
筋
を
し
よ
う
！
」
と
い
う

演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
骨
、
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
の

働
き
が
衰
え
る

と
、
暮
ら
し
の

中
の
自
立
度
が

低
下
し
、
介
護

が
必
要
に
な
っ

た
り
、
寝
た
き

り
に
な
る
可
能

性
が
高
く
な
り

ま
す
。
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
運
動

器
の
障
害
の
た

め
に
、
要
介
護

に
な
っ
た
り
、

要
介
護
に
な
る

危
険
の
高
い
状

態
）
に
な
る
こ

と
を
防
ぐ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
（
ロ

コ
ト
レ
）
な
ど

に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
次
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
ち
音
の
文

化
振
興
会
の
ロ
サ
ー
ナ
＋
１
に
よ
る
「
懐

か
し
い
歌
と
音
楽
を
楽
し
む
ひ
と
と
き
」

と
題
し
た
音
楽
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

誰
で
も
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
懐
か
し
い

音
楽
を
中
心
に
、
参
加
者
も
一
緒
に
歌

う
な
ど
し
て
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
多
数
の
参
加
者
か
ら
は
「
先
生
の
話

を
聞
い
て
、
日
頃
か
ら
の
筋
ト
レ
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」
「
知
っ
て
い
る
歌
ば
か
り
で
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

 

　
「
解
放
運
動
の
光
と
熱
を
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
１
月

２６
日
、
佐
賀
町
民

館
・
児
童
館
ほ
か
で
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
、
横
浜
生
ま
れ
の
和
太
鼓

集
団
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
〜
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
〜
」

の
迫
力
あ
ふ
れ
る
演
奏
で
、
ま
つ
り
の

始
ま
り
を
彩
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
横
浜
解
放
子
ど
も
会
高
学

年
部
会
に
よ
る
「
水
平
社
宣
言
」
の
力

強
い
暗
唱
、
佐
賀
保
育
所
ぞ
う
組
さ
ん

に
よ
る
歌
と
お
ど
り
の
か
わ
い
ら
し
い

発
表
も
あ
り
、
盛
会
に
進
み
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
小
西
達
也
さ
ん
に
よ
る
ト
ー

ク
ア
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
「
歌
と
語
り
の

ひ
と
と
き
」
。
楽
し
く
も
あ
り
、
本
当

に
温
か
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
お
昼
休
憩
に
は
、
会
場
広
場
に
お
い

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

お
い
し
い
出
店
の
販
売
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
小
雪
の
舞
う
、

強
風
の
中
で
の
販
売
と
な
り
ま
し
た
が
、

ど
の
お
店
も
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
午
後
の
部
は
、
佐
賀
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
、
町
民
館
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
参
加
者
に
よ
る
３
Ｂ
体
操
、
小
・
中
・

高
校
生
・
大
人
に
よ
る
人
権
作
文
の
発

表
、
横
浜
解
放
子
ど
も
会
低
学
年
部
会
・

高
学
年
部
会
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
、

中
学
年
部
会
に
よ
る
研
究
発
表
、
地
域

交
流
事
業
の
フ
ラ
教
室
・
コ
ー
ラ
ス
教

室
の
発
表
な
ど
、
と
て
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
賀
地
域
の
保
育
所
、
小
・

中
学
校
な
ど
に
よ
る
人
権
作
品
な
ど
の

展
示
も
あ
り
、
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楽
し
さ
と
感
動
、
気
づ
き
、
思
い
の
再

確
認
、
そ
の
よ
う
な
場
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
横
浜
解
放
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
「
元
気
い
き
い
き
町
民
の
集
い
」

「
第
24
回
横
浜
解
放
ま
つ
り
」

し
　

ん

な

ぶ

ら
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
１
月

２５
日
、
南
郷
小
学
校
で
、
平
成

２４
年
度
に
高
知
県
教
育
委
員
会
の
指
定

を
受
け
て
取
り
組
ん
だ
「
実
践
的
防
災

教
育
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
研
究
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
全
学
年
の
公
開
授
業
が
あ
り

ま
し
た
。
２
・
３
年
生
は
道
徳
の
授
業

で
、
日
ご
ろ
自
分
た
ち
が
家
族
や
地
域

の
方
、
消
防
士
な
ど
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
黒
潮
消
防
署
員

の
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　
授
業
終
了
後
、
児
童
に
は
抜
き
打
ち

で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加
者
も
学

校
裏
の
階
段
を
上
っ
て
避
難
場
所
へ
移

動
（
表
紙
写
真
参
照
）。
日
ご
ろ
か
ら
、

教
員
が
避
難
場
所
に
い
な
く
て
も
自
分

た
ち
で
行
動
で
き
る
よ
う
訓
練
を
重
ね

て
い
る
児
童
ら
は
、
広
場
に
到
着
す
る

と
、
上
級
生
の
指
示
の
も
と
整
列
・
点

呼
を
行
い
、
今
日
の
訓
練
で
気
付
い
た

点
な
ど
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　
全
体
会
で
は
、
同
校
が
「
児
童
が
主

体
的
に
行
動
し
、
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
つ
け
る
」
を

目
標
に
、
毎
月
２
回
の
避
難
訓
練
や
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
・
６
年
生
が
地
域
の
避
難

場
所
を
確
認
し
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
内
容
を

発
表
。
「
津
波
が
起
こ
っ
た
ら
津
波
て

ん
で
ん
こ
し
か
な
い
が
、
起
こ
る
前
の

今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
ず
地
域
の
人
を
知
り
、
親
し
く
な
り
、

一
緒
に
避
難
訓
練
を
し
た
り
、
逃
げ
る

た
め
の
個
人
カ
ル
テ
を
作
り
た
い
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。

　
高
知
県
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

竹
口
佳
昭
さ
ん
の
講
演
で
は
、
震
災
で

心
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
児
童
生
徒
の

対
応
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、「
ス
ト
レ

ス
反
応
は
誰
に
で
も
起
こ
る
自
然
な
反

応
。
子
ど
も
の
話
を
聴
い
た
り
、
手
を

握
っ
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
す
る

と
、
パ
ニ
ッ
ク
を
軽
減
で
き
る
」
と
伝

え
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
、
佐

賀
小
学
校
に
て
河

北
新
報
社
（
宮
城

県
仙
台
市
）
主
催

の
防
災
講
演
が
行

わ
れ
、
佐
賀
小
・

佐
賀
中
・
地
域
住

民
ら
が
参
加
し
、

宮
城
県
石
巻
市
で
被
災
し
た
２
人
の
「
語

り
部
」
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
石
巻
み
ず
ほ
幼
稚
園
長
の
津
田
広
明

さ
ん
は
、海
岸
近
く
の
幼
稚
園
で
被
災
。

津
波
が
来
る
と
い
う
放
送
を
聞
い
て
、幼

稚
園
の
屋
根
に
脚
立
で
避
難
し
ま
し
た
。

　
消
防
士
の
野
田
和
好
さ
ん
は
、
勤
務

先
の
女
川
消
防
署
で
被
災
。
屋
上
の
ア

ン
テ
ナ
塔
に
つ
か
ま
り
ま
し
た
が
、
流

れ
て
き
た
船
が
ぶ
つ
か
り
水
に
投
げ
出

さ
れ
漂
流
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
建
物

の
鉄
骨
に
つ
か
ま
り
助
か
り
ま
し
た
。

　
河
北
新
報
社
の
須
藤
宣
毅
さ
ん
は
、

「
家
族
が
津
波
に
流
さ
れ
た
ら
み
ん
な

悲
し
い
で
し
ょ
う
。
逆
に
み
ん
な
が
流

さ
れ
た
ら
家
族
は
悲
し
む
は
ず
で
す
。

今
日
思
っ
た
こ
と
を
家
族
に
話
し
、
み

ん
な
も
家
族
も
地
震
が
来
た
ら
逃
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

す

と
う
よ
し

き

南
郷
小
学
校
で
「
実
践
的
防
災

教
育
推
進
事
業
研
究
発
表
会
」

宮
城
県
石
巻
市
の
「
語
り
部
」
　

佐
賀
小
学
校
で
被
災
体
験
語
る

津
波
避
難
行
動
調
査
・
指
導
員
を

ご
紹
介
し
ま
す

　
黒
潮
町
で
は
、「
津
波
避
難
行
動
調

査
・
指
導
員
」
と
し
て
、
次
の
４
人

を
採
用
し
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
か
ら
、
２
人
１
組
で
町

内
各
地
区
に
入
り
、
班
単
位
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
行
い
ま
す
。
ま
た
、世
帯

ご
と
に
家
族
構
成
や
支
援
の
必
要
性

の
有
無
な
ど
を
ま
と
め
た
「
避
難
カ

ル
テ
」
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

森　富美男
もり と み の むら のり ひがしお たく や こ まつ はや とお

野村　則男 東　卓弥 小松　隼人

○お問い合わせ
　本庁 情報防災課 南海地震対策係　蕁43－2188（直通）
　津波避難行動調査・指導員　　　  蕁43－2231（直通）
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
81

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
蜷
川
地
区
が
資
機
材
を
整
備

【
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
】

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
蜷
川
地
区

自
主
防
災
組
織
に
発
電
機
や
担
架
な
ど
、

災
害
時
や
防
災
訓
練
、
防
災
学
習
で
使

用
す
る
防
災
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
蜷
川
地
区
は
広
域
な
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
集
落
が
孤
立
す
る
可
能
性
を
考
慮

し
、
蜷
川
、
仲
分
川
、
伴
太
郎
、
米
原

の
各
集
会
所
に
分
散
し
て
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

 　
気
象
庁
は
、
平
成

２３
年
３
月

１１
日
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
る
津
波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
津
波
警
報
の
改
善
に
向
け
た
検
討

を
行
い
、
平
成
２５
年
３
月
７
日
（
木
）

か
ら
改
善
し
た
津
波
警
報
や
津
波
情
報

の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
】

・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
を
超
え
る
巨
大

地
震
の
場
合
は
、
正
し
い
地
震
の
規

模
を
す
ぐ
に
は
把
握
で
き
な
い
た
め
、

そ
の
海
域
に
お
け
る
最
大
級
の
津
波

を
想
定
し
て
大
津
波
警
報
や
津
波
警

報
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
と
き
最
初

の
津
波
警
報
で
は
、
予
想
さ
れ
る
津

波
の
高
さ
を
、「
巨
大
」
、「
高
い
」
と

い
う
言
葉
で
発
表
し
て
非
常
事
態
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。
 

・
正
確
な
地
震
の
規
模
が
分
か
っ
た
場

合
は
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を

５
段
階
の
数
値
で
発
表
し
ま
す
。
 

・
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
発
表
基
準
の
高
い
数
値
を
発

表
し
ま
す
。
 

【
津
波
観
測
に
関
す
る
情
報
】

・
高
い
津
波
が
来
る
前
は
、
津
波
の
高

さ
を「
観
測
中
」と
し
て
発
表
し
ま
す
。
 

・
沖
合
で
観
測
さ
れ
た
津
波
の
情
報
を

い
ち
早
く
伝
え
ま
す
。
 

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
気
象
台 
防
災
業
務
課

蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
８
８
８
２

平
成
２４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す

気象庁ホームページ「津波警報が変わります」より（http：//www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunamikeihou/index.html）

大津波警報

予想される津波の高さ

数値での発表（発表基準）
と る べ き 行 動巨大地震の

場合の表現

10ｍ超（10m＜高さ）

巨　大10ｍ（5m＜高さ≦10m）

5ｍ（3m＜高さ≦5m）

津 波 警 報 3ｍ（1m＜高さ≦3m） 高　い

津波注意報 1ｍ（20cm＜高さ≦1m）（表記しない）

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビルな
ど安全な場所へ避難してください。
津波は繰り返し襲ってくるので、津波警報が解除される
まで安全な場所から離れないでください。

海の中にいる人は、ただちに海から上がって、海岸から
離れてください。津波注意報が解除されるまで海に入っ
たり海岸に近付いたりしないでください。

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

整備をした防災資機材
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

3
月
中
旬
か
ら
4
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大方地域

3月 実施場所 実施時間

子育て支援センター
（大方中央保育所内） 10：00～11：0018日（月）

内　　　容

愛 　 育 　 相 　 談

御坊畑集会所 9：30～12：0021日（木） 御坊畑ふれあいサロン

有井川集会所 10：00～12：0022日（金） 有井川ふれあいサロン

4月 実施場所 実施時間

子育て支援センター
（大方中央保育所内） 10：00～11：008日（月）

内　　　容

愛 　 育 　 相 　 談

入野本村集会所 10：00～12：009日（火） 入野本村ふれあいサロン

新町集会所 10：00～12：00
12日（金）

新町ふれあいサロン

鞭集会所 9：30～12：00鞭ふれあいサロン

旧北郷小学校前 ※09：00～09：30

加持ふれあいセンター ※09：55～10：45

浮津集落センター ※11：10～11：40
15日（月） 肺　が　ん　検　診

湊川ふれあいセンター ※13：30～13：50

口湊川　加治屋前広場 ※14：10～14：30

鞭老人憩の家 ※14：55～15：50

■当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

3月

17日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 清谷医院 蕁0880－63－2302

20日（春分の日） 森下病院 蕁34－2030 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

4月

24日（第4日曜日） 佐々木整形外科 蕁34－7177 大井田病院 蕁0880－63－2101

31日（第5日曜日） 幡多病院 蕁34－6211 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

07日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

14日（第2日曜日） 小原外科胃腸科 蕁35－0108 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域

3月 実施場所 実施時間内　　　容

佐賀保育所 9：30～11：0025日（月） 佐 賀 愛 育 相 談

4月 実施場所 実施時間内　　　容

市野々川集会所 9：30～12：309日（火） 市野々川ふれあいサロン

上分集会所 9：30～11：0011日（木） 上分ふれあいサロン

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

パークゴルフ黒潮町ではパークゴルフ交流大会を開催します
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黒
潮
町
で
は
「
が
ん
」
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
的
に
、
各
種
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
診
し
、
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
、
が
ん
予
防
の
第
一
歩
で
す
。

　
ま
た
、
早
期
に
が
ん
を
発
見
す
る
こ

と
で
治
癒
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
た
め
に
、
大
切
な
家
族
の
た

め
に
「
が
ん
検
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
黒
潮
町
で
実
施
し
て
い
る

各
種
が
ん
検
診
】

　
黒
潮
町
で
は
、
肺
が
ん
検
診
、
胃
が

ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検

診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）、
大
腸
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

の
区
長
便
で
全
戸
配
布
す
る
保
健
事
業

計
画
や
、
広
報
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
実
施
日
が
近
づ
い
た
地
区
に

は
、
集
落
放
送
設
備
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
黒
潮
町
の
各
種
が
ん
検
診

受
診
率
の
推
移
】

　
黒
潮
町
の
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
、
全
体
的
に
は
横
ば
い
状
態
で
す
。

　
４０
歳
、

５０
歳
代
の
方
の
受
診
が
少
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
「
忙
し
い
」「
自
分
で
健
康
と
思
っ
て

い
る
」
な
ど
の
理
由
で
検
診
を
受
け
な

い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
「
慢
心
よ
り
検
診
」
。
自
分
の
健
康

維
持
や
大
切
な
家
族
の
た
め
に
も
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
２
月
に
は
、
区
長
回
覧
を
通
じ
て
平

成
２５
年
度
が
ん
検
診
の
受
診
希
望
者
を

募
り
ま
し
た
。

　
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
、
電

話
に
よ
る
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
保
健
衛
生
係
ま
た
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

健

知

袋

康

恵

必
ず
受
け
よ
う「
が
ん
検
診
」！

〜
自
分
の
た
め
に

　
　
大
切
な
家
族
の
た
め
に
〜

種　類 料　金対　　象　　者

肺がん検診
100円40～64歳

無料65歳以上

胃がん検診 900円40歳以上

子宮がん検診 600円
20歳以上で

平成26年3月31日において
満年齢が偶数歳の方

乳がん検診 600円
40歳以上で

平成26年3月31日において
満年齢が偶数歳の方

大腸がん検診 500円40歳以上

主な死因別死亡数の割合（平成23年）�

黒潮町で実施している各種がん検診

肺がん検診

胃がん検診

子宮がん検診

クーポン券
（20・25・30・ 
  35・40歳対象）

平成21年

53.6％

11.3％

17.6％上記以外の方

乳がん検診

クーポン券
（40・45・50・ 
  55・60歳対象）

上記以外の方

20.4％

平成22年

49.9％

10.6％

17.2％

27.1％

平成23年

48.8％

9.7％

16.5％

24.7％ 23.3％ 25.7％

24.2％

39.2％ 38.3％

大腸がん検診 16.8％ 16.7％ 17.7％

35.4％

黒潮町の各種がん検診受診率の推移

悪性新生物
28.5%

肺炎
9.9%

脳血管疾患
9.9%

不慮の事故
4.8%

老衰
4.2%

自殺
2.3%

その他
24.9%

心疾患
15.5%
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くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内小中学生が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

学
校
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

　
ぼ
く
た
ち
の
校

舎
に
は
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
が
つ
い
て

い
ま
す
。
天
気
が

い
い
日
に
は
２
万

ワ
ッ
ト
も
発
電
で

き
る
そ
う
で
す
。

２
万
ワ
ッ
ト
と
い

っ
て
も
ピ
ン
と
こ

な
い
か
も
し
れ
な

い
と
い
っ
て
、
校

長
先
生
が
こ
の
前
、

朝
礼
で
具
体
的
に

話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
蛍
光
灯
は
１

本
２０
ワ
ッ
ト
だ
そ

う
で
す
。

　
…
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
ソ
ー
ラ

ー
シ
ス
テ
ム
で
一
度
に
１
０
０
０
本
も
の
蛍
光

灯
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
自
分

た
ち
の
学
校
で
発
電
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
蓄
電

器
も
あ
る
の
で
災
害
時
に
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
た
め
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
ん
な
言
い
方
を
す
る
の
は
、
は
ず
か
し
い

け
ど
三
浦
小
学
校
は
今
「
す
ご
い
ろ
う
。
」
と

み
ん
な
に
自
慢
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

（
三
浦
小
学
校
　
６
年
　
吉
福
大
貴
）

紙
す
き
体
験

地
産
地
消
の
勉
強
を
し
た

　
１
月

２８
日
に
５
・
６
年
生
で
「
紙
す
き
体
験
」

を
し
ま
し
た
。
こ
の
「
紙
す
き
」
は
拳
ノ
川
地

区
伝
統
の
若
山
楮
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
若
山
楮
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
中
島
久
実
子
さ
ん
か
ら
説
明
を
聞
き
、
ち

り
と
り
作
業
を
し
な
が
ら
紙
す
き
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
何
人
か
紙
す
き
が
終
わ
っ
て

私
の
番
に
な
り
ま
し
た
。
わ
く
わ
く
し
て
い
た

け
ど
、
ち
ょ
っ

と
ド
キ
ド
キ
し

ま
し
た
。
わ
く

を
ふ
ね
の
中
に

入
れ
持
ち
上
げ

る
と
、
け
っ
こ

う
重
た
か
っ
た

の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
何

回
も
わ
く
を
ふ

ね
の
中
に
入
れ

て
ゆ
ら
し
、
持

ち
上
げ
て
わ
く

を
な
な
め
に
し
て
水
を
ぬ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
わ
く
を
裏
に
し
て
、
慎
重
に
ゆ
っ
く
り
紙
を

は
ず
し
ま
し
た
。無
事
に
で
き
た
の
で
、ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。

　
難
し
か
っ
た
け
ど
、
２
枚
と
も
き
れ
い
に
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
す
い
た
紙
が
卒

業
証
書
に
な
る
の
で
、
卒
業
式
で
も
ら
え
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

（
拳
ノ
川
小
学
校
　
６
年
　
大
谷
　
萌
）

　
１
月

２９
日
の
４
時
間
目
に
、
え
い
よ
う
き
ょ

う
ゆ
の
橋
本
先
生
が
来
て
く
れ
て
、
高
知
県
の

野
菜
の
こ
と
や
地
産
地
消
の
こ
と
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ク
イ
ズ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
箱
の

中
に
は
、
高
知
県
で
作
っ
て
い
る
野
菜
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、『
黒
く
て
丸
い
形
を

し
た
野
菜
』
で
し
た
。
わ
た
し
は
、「
ナ
ス
」
だ

と
す
ぐ
分
か
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、『
で
こ
ぼ

こ
し
て
い
て
、
き
ら
い
な
人
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
色
は
お
う
ど
色
』
で
し
た
。
わ
た
し
は
、

（
な
ん
だ
ろ
う
。
ご
う
や
か
な
？
）
と
思
い
ま

し
た
。
正
か
い
は
、「
し
ょ
う
が
」
で
し
た
。
こ

の
し
ょ
う
が
は
、
高
知
県
が
全
国
で
一
番
多
く

作
っ
て
い
る
野
菜
で
し
た
。

　
次
に
、
高
知
県
は
、
全
国
で
７
番
目
に
多
く

野
菜
を
作
っ
て
い
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
自
分
の
県
で
作
っ
た
野
菜
を

自
分
の
県
で
食
べ
て
い
る
順
位
は

２２
番
だ
と
知

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お

い
し
く
て
安
全
な
高

知
県
の
野
菜
を
み
ん

な
も
ど
ん
ど
ん
食
べ

て
、
食
べ
る
量
を
ふ

や
し
て
、

２２
番
か
ら

１０
番
い
な
い
に
上
が

っ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

（
伊
与
喜
小
学
校
　
３
年
　
森
田
未
来
）
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国保会計国保会計国保会計みん な で ささ える

～70歳から74歳の国保加入者の方へ～

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

1．平成26年3月末まで窓口負担が1割に据え置かれます。
　医療制度改革の経過措置により、平成25年4月から窓口負担を2割とすることとされ
ていましたが、再度の経過措置により平成25年4月から平成26年3月までの1年間、1
割に据え置かれることになりました。
※現役並み所得者の方の窓口負担は、これまでどおり3割のままです。
　なお、支払っていただく医療費のひと月あたりの自己負担限度額についても、そのま
ま据え置かれます。

※１　住民税の課税標準額が145万円以上の方、および課税標準額が145万円以上の70歳以上の方
と同一世帯に属する方

※２　世帯主および世帯全員が住民税非課税の方
※３　低所得で、さらに各所得が必要経費（年金所得は控除額を80万円で計算）を差し引いたときに

0円となる世帯の方
※４　多数該当とは、過去12カ月以内に同じ世帯で3回以上高額療養費の支給を受けた場合の4回目

以降が該当

■自己負担限度額（月額）

世帯区分 外来（個人単位） 外来 ＋ 入院（世帯単位）

現役並み所得者
※1

44,400円
80,100円＋

（総医療費－267,000円）×1％
多数該当の場合は44,400円　※4

一　　般 12,000円 44,400円

低所得者Ⅱ ※2
08,000円

24,600円

低所得者Ⅰ ※3 15,000円

3
割
負
担

1
割
負
担

2．国民健康保険高齢受給者証を再送付します。
　上記の経過措置に伴い、4月1日以降に使用できる、新しい高齢
受給者証を再送付します。対象者には3月下旬に送付しますので、
現在お持ちの高齢受給者証と差し替えてご使用ください。

■有効期限について
　有効期限は平成25年7月31日までとなっています。
　8月以降の高齢受給者証については、負担区分を判定し直します。
　なお、平成25年7月31日までに75歳の誕生日を迎える方につ
いては、有効期限は誕生日の前日までとなっています。

見本
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介護保険サービスについて
介護保険広報シリーズ熹ガ イ ド介護保険介護保険介護保険

　要介護認定を受け、要支援1・2、要介護1～5になった方は介護保険サービスを利用する
ことができます。在宅サービスはケアマネジャーに相談し、ケアプラン（1カ月のサービス計
画表）を作成してもらいます。（ケアプラン作成に関しては、利用者負担はありません。また、
ケアプランは自己作成することもできます。）地域密着型サービスや施設サービスの利用につ
いては、各施設へ相談をしてください。

※下記表の内容は要介護1～5（介護給付）のサービス内容を基本としています。要支援1・2
の方は、利用できない記載がない限り、介護予防を目的としたサービス内容となります。

※利用者負担は、原則としてサービス費用の1割です。

○要支援1・2の方が利用できるサービス（予防給付）

○要介護1～5の方が利用できるサービス（介護給付）

＜在宅サービス＞

サービスの種類 内　　　　　　　　　容

通所リハビリテーション
（デイケア）

通
所
し
て
利
用

訪問入浴介護
ホームヘルパーと看護師が移動入浴車で居宅を訪問し、入浴介
助を行います。

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士などが居宅を訪問し、療
養上の管理や指導を行います。

訪
問
を
受
け
て
利
用

老人保健施設や医療機関などで、食事、入浴などの日常生活
上の支援や生活行為向上のためのリハビリテーションを受け
られます。（日帰り）

通所介護
（デイサービス）

通所介護施設で、食事、入浴などの日常生活上
の支援や、生活行為向上のための支援を受けら
れます。（日帰り）

訪問リハビリテーション
居宅での生活行為を向上させるために、理学
療法士や作業療法士、言語聴覚士が訪問し、
リハビリテーションを行います。

訪問看護
疾患などを抱えている方について、看護師が
居宅を訪問し、療養上の世話や診療の補助を
行います。

訪問介護
（ホームヘルプ）

ホームヘルパーが居宅を訪問し、入浴、排せつ、食事などの身
体介護や調理、洗濯などの生活援助を行います。
通院などを目的とした、乗降介助も利用できます。
※通院乗降介助は要支援1・2の方は利用でき

ません。
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福祉用具貸与

短期入所生活介護
／療養介護

（ショートステイ）

介護老人福祉施設や医療施設に短期入所して、日常
生活上の支援や機能訓練などが受けられます。

住宅改修費支給

手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をし
た際、20万円を上限に費用を支給します。
※事前申請が必要です。

居
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る

＜在宅サービス＞

短
期
間
入
所

在
宅
に
近

い
暮
ら
し

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁　健康福祉課　介護保険係　蕁43－2116（直通）

サービスの種類 内　　　　　　　　　容

特定福祉用具販売
（福祉用具購入費支給）

入浴や排せつなどに使用する福祉用具を販売し、年間10万円
を上限にその購入費を支給します。
※指定事業者の相談員のアドバイスを受け、身体状況に合った

ものを購入する必要があります。

特定施設入居者生活介護
ケアハウス・有料老人ホームなどに入居している方に、日常生
活上の支援や介護を提供します。

認知症対応型共同生活
介護（グループホーム）

認知症の方が、共同生活をしながら、食事、入浴、
排せつなどの日常生活の支援や訓練が受けられます。
※要支援1の方は利用できません。

＜地域密着型サービス＞

サービスの種類 内　　　　　　　　　容
地
元
で
の
暮
ら
し

小規模多機能型居宅介護
「通い」を中心に「訪問」や「泊まり」を組み合わせ、本人の
心身の状況や希望に応じたサービスを受けられます。

※原則として他市町村の事業所は利用できません。

＜施設サービス＞

サービスの種類 内　　　　　　　　　容

施
設
に
入
所

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常時介護が必要で居宅での生活が困難な方が、日常生活上の支
援や介護を受けられます。

介護老人保健施設
（老人保健施設）

状態が安定している方が、在宅復帰できるよう、リハ
ビリテーションを中心としたケアを受けられます。

介護療養型医療施設
（療養病床等）

急性期の治療を終え、長期の療養を必要とする方が、
医療施設で療養上の管理や介護を受けられます。

※要支援1・2の方は利用できません。

日常生活の自立を助けるための福祉用具を貸与します。
※要支援1・2、要介護1の方には、その身体の状

態から必要であると想定しにくい用具（車いす
など）は、原則、保険給付の対象外です。
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黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.24

　
松
山
寺
（
今
年
２
月
号
で
紹
介
）
に

は
、
紀
貫
之
の
書
と
言
わ
れ
て
い
る
月

字
の
額
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
月
字
の
額
は
、
貫
之
が
土
佐
の

守
と
し
て
比
江
（
現
在
の
南
国
市
）
 

の
国
府
に
在
住
し
て
い
た
時
、
自
ら
書

い
て
庁
舎
に
掲
げ
て
あ
っ
た
も
の
が
松

山
寺
に
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
貫
之
が
幡
多
路
へ
立
ち
寄
っ

て
書
き
残
し
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
「
額
」
は
他
の
場
所
で
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
�平
成
２（
１
９
９
０
）年

旧
大
方
町
文
化
財
指
定
。

　
あ
る
年
の
暮
、
松
山
寺
の
煤
掃
き
の

際
に
、
寺
の
梁
の
上
に
片
付
け
て
い
た

こ
の
額
を
、
寺
僧
の
誰
か
が
不
要
物
と

思
っ
て
ち
り
焼
き
場
で
焼
き
棄
て
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
途
中
で

大
事
な
額
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
、

額
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
す
で
に
遅

く
「
月
」
と
い
う
一
文
字
だ
け
し
か
焼

け
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
額
を
寺
に
置
い
て
い
た
の
を
、

尾
池
春
水
（
後
に
幡
多
郡
奉
行
と
な
っ

た
政
治
家
、
歌
人
）
が
見
出
し
ま
し
た
。

春
水
は
天
明
３（
１
７
９
１
）年
の
春
、

高
知
へ
の
道
中
松
山
寺
に
立
ち
寄
っ
て

一
泊
。
そ
の
際
、
住
持
（
寺
の
主
人
）

台
淨
に
、
か
ね
が
ね
聞
き
及
ん
で
い
た

月
字
の
額
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
は
「
貫
之
」
の
真
筆
に
相
違
な
い

と
思
い
そ
の
搨
本
（
拓
本
）
を
作
り
、

京
都
の
日
野
大
納
言
資
枝
に
送
っ
て
鑑

定
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
搨
本
を
み
た
資
枝
は
、
確
か
に

貫
之
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

感
想
を
一
首
の
和
歌
に
託
し
て
送
っ
て

き
ま
し
た
。

世
々
遠
く
あ
る
か
な
き
か
の
影
と
め
て

　
月
を
か
た
み
の
水
く
き
の
あ
と

　
弘
化
２（
１
８
４
５
）年
の
貫
之
没
後

９
０
０
年
記
に
あ
た
り
、
一
橋
家
の
執

事
・
野
々
山
市
郎
左
衛
門
包
弘
と
い
う

人
が
、
貫
之
の
搨
本
を
手
に
入
れ
て
感

激
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
摸
刻
し
て
各
地

の
文
筆
愛
好
家
に
贈
り
、
皆
に
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

 
摸
刻
を
贈
っ
た
文
筆
愛
好
家
か
ら
和

歌
を
求
め
て
一
帖
を
作
り
、
「
月
字
和

歌
集
」
と
題
し
て
松
山
寺
に
奉
納
し
ま

し
た
。

　
上
質
の
紙
に
筆
写
し
た
そ
の
和
歌
集

は
、
現
在
で
も
色
な
お
新
し
く
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
和
歌
集
の
作
者
は
、
一
橋
家
に

近
い
家
筋
の
田
安
大
納
言
斉
匡
・
慶
頼

親
子
を
は
じ
め
と
し
て
、
朝
臣
・
法
院
・

法
眼
・
布
衣
・
名
家
・
検
校
・
藩
士
・

浪
士
に
及
び
、
一
人
１
首
で
総
計
１
３

７
首
か
ら
な
り
、
み
な
月
字
の
額
を
詠

ん
だ
も
の
で
す
。

　
そ
の
中
か
ら
、
筆
頭
の
歌
３
首
を
紹

介
し
ま
す
。

か
げ
高
く
あ
ふ
ぐ
に
つ
け
て
照
る
月
の

　
ひ
か
り
の
こ
れ
る
筆
の
あ
と
か
な
　

　
　
　
　
田
安
斉
匡（

従
一
位
前
大
納
言
）

年
経
て
も
か
わ
ら
ぬ
も
の
は
月
影
と

　
高
き
こ
こ
ろ
の
ひ
か
り
な
り
け
り

　
　
　
　
田
安
慶
頼（

従
三
位
宰
相
卿
前
）

ふ
り
せ
ず
も
さ
や
け
き
秋
の
影
と
め
て

　
後
の
世
て
ら
す
月
と
こ
そ
見
れ

　
　
　
　
松
平
斉
典

（
武
州
川
越
城
主
大
和
守
）

　
月
字
和
歌
集
も
月
字
の
額
同
様
、
他

の
場
所
で
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
） 
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

『
月
字
の
額
』

■ 

月
字
の
額

か
み

ひ

え

ま
つ

や
ま

じ

す
す

す
け
き

と
う

も

じ
ょ
う

こ
く

■ 

月
字
の
搨
本

と
う

■ 

月
字
和
歌
集

な
り
ま
さ

な
り
つ
ね

よ
し
よ
り

月字和歌集（写真左）と附録・詠歌者人名簿
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退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事

業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続

き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の

６０
歳
未
満
の

方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
し
た
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
た

６０
歳
未
満
の
配
偶
者
（
夫
・
妻
）

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年
金
額
が

減
る
場
合
や
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
け

取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

　
と
な
る
場
合

　
６０
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お
よ
び
そ

の
配
偶
者
な
ど
（
厚
生
年
金
保
険
や
共

済
年
金
に
加
入
す
る
方
や
そ
の
被
扶
養

配
偶
者
以
外
の
方
）
と
な
る
場
合
に
は
、

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
役
場
ま
た
は
幡
多

年
金
事
務
所
の
窓
口
で
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
こ
の
手
続
き
に
は
、
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

を
添
付
し
て
、「
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

　
提
出
期
限
は
退
職
日
の
翌
日
か
ら

１４

日
以
内
で
、
本
人
ま
た
は
世
帯
主
が
提

出
し
ま
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
５
０
４
０
円
（
平
成

２５
年
度
）

で
す
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

一
定
期
間
分
（
原
則
と
し
て
半
年
ま
た

は
１
年
間
）
の
保
険
料
を
一
括
し
て
納

付
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納

制
度
や
、
口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
保

険
料
が
割
引
に
な
る
制
度
（
早
割
制
度
）

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
も
あ
り
ま

す
。

◆
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者

　
と
な
る
場
合

　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
（

６５
歳
以
上

７０
歳
未
満
で
老
齢
ま
た
は
退
職
を
理
由

と
す
る
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
方
は

除
く
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
は
、
配
偶
者
の
勤
務
し
て

い
る
事
業
所
か
ら
年
金
事
務
所
に
届
出

を
し
ま
す
。

　
第
３
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配

偶
者
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
な
ど
か
ら
拠
出
さ
れ
ま
す

の
で
、
個
別
に
保
険
料
を
負
担
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者

　
と
な
る
場
合

　
６０
歳
以
上

６５
歳
未
満
で
、
老
齢
給
付

の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
か
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、

６５
歳
以
上

７０
歳
未
満
で
、
老

齢
給
付
の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て

い
る
場
合
に
も
、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
特
例
任
意
加
入
被
保
険
者
）
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
任
意
加
入
の
手
続
き
は
、
年
金
手
帳

ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
添
付

し
て
、
役
場
ま
た
は
幡
多
年
金
事
務
所

の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

　
任
意
加
入
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
同
じ

で
す
が
、
保
険
料
の
免
除
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、

６５
歳
以
上
の
特
例
任
意
加
入

被
保
険
者
は
、
付
加
保
険
料
の
納
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
任
意
加
入
被
保
険
者
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
と
し
て

口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

退
職
後
の

国
民
年
金
手
続
き
に
つ
い
て
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固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

が
で
き
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
は
、
固

定
資
産
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
、
自
己
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）
に
つ

い
て
、
町
内
の
他
の
土
地
・
家
屋
と
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
る
内
容

【
土
地
に
つ
い
て
】

住
所
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
評
価

額
（
所
有
者
の
記
載
は
な
し
）

【
家
屋
に
つ
い
て
】

住
所
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・

床
面
積
・
評
価
額
・
構
築
年
（
所
有

者
の
記
載
は
な
し
）

◆
縦
覧
の
目
的

　
他
の
方
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と

比
較
し
て
、
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か

ど
う
か
の
確
認
を
行
う
。

◆
縦
覧
の
対
象
者

　
町
内
に
所
在
す
る
土
地
お
よ
び
家
屋

の
納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

◆
縦
覧
の
時
に
必
要
な
も
の

・
納
税
者
本
人
／
印
鑑

・
代
理
人
／
代
理
人
の
印
鑑
と
委
任
状

ま
た
は
依
頼
者
の
印
鑑

◆
縦
覧
の
期
間

　
４
月
１
日（
月
）〜
５
月

３１
日（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

同
時
に
課
税
台
帳
の
閲
覧
も
で
き
ま
す

◆
閲
覧
の
対
象
者

・
納
税
者
本
人

・
借
地
人
、
借
家
人
、
そ
の
他
収
益
の

権
利
な
ど
を
有
す
る
方
（
契
約
書
な

ど
権
利
関
係
を
示
す
書
面
が
必
要
で

す
）

◆
閲
覧
の
時
に
必
要
な
も
の

・
納
税
義
務
者
本
人
／
印
鑑

・
代
理
人
／
代
理
人
の
印
鑑
と
委
任
状

ま
た
は
依
頼
者
の
印
鑑

○
お
問
い
合
わ
せ
・
縦
覧
場
所

　
本
庁 

税
務
課 
資
産
税
係

蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
１
係

蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

◆
ご
注
意
！
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

の
通
信
販
売

　
商
品
を
購
入
す
る
手
段
と
し
て
通
信

販
売
は
大
変
便
利
で
す
が
、
店
舗
で
の

買
い
物
と
違
い
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と

も
多
い
で
す
。
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
場
合
、
じ
っ
く
り
判
断
す
る
時
間
が

無
く
、
イ
メ
ー
ジ
で
購
入
し
が
ち
で
す
。

宣
伝
の
印
象
だ
け
で
決
め
ず
に
、
サ
イ

ズ
、
値
段
な
ど
の
商
品
の
情
報
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
返
品
で
き
る
か
、

返
品
で
き
る
な
ら
条
件
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
「
返
品
特
約
」
に
つ
い
て
、
広

告
な
ど
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

◆
事
例

①
「
今
な
ら
、
お
試
し
で
半
額
」
と
い

う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
注
文
し
た

健
康
食
品
。
１
つ
頼
ん
だ
の
に
翌
月

も
届
き
請
求
書
が
入
っ
て
い
た
。

②
包
丁
、
ま
な
板
を
使
わ
ず
料
理
が
で

き
る
と
い
う
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

と
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
を
合
わ
せ
た
器

具
を
注
文
し
た
。
届
い
た
商
品
を
見

る
と
、
部
品
が

１０
数
個
あ
り
、
保
管

が
で
き
な
く
使
い
勝
手
が
悪
か
っ
た
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

①
番
組
か
ら
の
印
象
だ
け
で
購
入
を
決

め
ず
、
商
品
な
ど
の
使
い
方
や
使
用

上
の
制
限
な
ど
を
事
前
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

②
返
品
で
き
る
か
ど
う
か
、
事
前
に
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
返
品
で
き
る
場
合
で
も
条
件
が
付
い

て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
返
品
条

件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
申
し
込
み
時
の
内
容
や
連
絡
先
を
控

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

蕁
３
４
―
６
３
０
１（
直
通
）

 
本
庁 

産
業
推
進
室 

商
工
観
光
係

蕁
４
３
―
２
１
１
３（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り

○○ショッピング
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心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

交
付
申
請
に
つ
い
て

犬
の
登
録
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て

認知症の人を抱える家族の座談会
　この座談会は、認知症の方を介護している家族が集まり、日々の介護の戸惑い、悩み、
喜びなど、互いの思いを分かち合う集いです。
　介護をしている方の思いや体験談などを語り合い、交流しませんか。
　今回は、渡川病院相談室の精神保健福祉士をお招きし、助言をいただきます。
　参加をお待ちしています。

日時　3月13日（水）午後1時30分～3時30分
場所　黒潮町保健福祉センター　2階　精神保健作業室（本庁前）

○お問い合わせ・ご相談は　地域包括支援センターまで　蕁43－2240（直通）　

S
U

P

P O R T  C E N

T
E

R

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
　
　

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
３
月
８
日（
金
）午
前

１０
時
〜
正
午

　
大
方
橘
川
集
会
所

・
３
月
８
日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時

　
馬
荷
老
人
憩
の
家

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

 　
黒
潮
町
で
は
、

生
活
排
水
に
よ
る

公
共
用
水
域
の
水

質
汚
染
の
防
止
と

快
適
な
生
活
環
境

の
創
造
を
図
る
た

め
、平
成

２５
年
度

中
に
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
方
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
（
予

算
到
達
時
点
で
終
了
）
で
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
補
助
金
交

付
申
請
を
行
い
、
そ
の
内
容
審
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
付
開
始
日
　
４
月
１
日（
月
）

※
た
だ
し
、
交
付
決
定
は
５
月
ご
ろ
と

な
り
ま
す
。

補
助
金
額

・
５
人
槽
　
　
　

３３
万
２
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽
　

４１
万
４
０
０
０
円

・
８
〜

１０
人
槽
　

５４
万
８
０
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

衛
生
施
設
整
備
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
項
目

◆
登
録

　
生
後

９１
日
以
上
の
犬
は
市
町
村
へ
の

登
録
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
死
亡

　
登
録
市
町
村
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

◆
転
入
・
転
出

　
転
入
先
の
市
町
村
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　
犬
の
死
亡
や
転
入
・
転
出
の
届
け
出

が
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
役
場
か
ら
お
知

ら
せ
を
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
転
居
の
際
に
も
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
１
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

狡やなせ　たかし土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS

●岩本寺参拝ウォーク（四万十町）
お米のおいしい、歴史ある四万十町をゆっく
り街歩き。まずは、おいしいお弁当でお腹を
膨らまして、列車から見た桜の咲く農道を通
って、岩本寺のありがたいお説教を聞き院内
を見学し、町内の街並みをウォーキングします。

○申込期限：3月20日（水）
○開　催　日：3月30日（土）11：55～14：40
○徒歩距離：約4㎞
○参加費（昼食含む）：2,000円　
○定　　員：20名

サニーくん サンコちゃん

【お申し込み・お問い合わせ】土佐くろしお鉄道株式会社　中村駅　蕁35－4961

お！！なか・すく線  ウォーク（下半期）お！！なか・すく線  ウォーク（下半期）お！！なか・すく線  ウォーク（下半期）
のんびりゆっくり歩いて、中村・宿毛線沿線のオススメ景色や施設、歴史にふれてみませんか？
★中村・宿毛線ご利用のお客さんは、参加費100円キャッシュバック！（当日スタッフにご連絡ください。）

自衛隊幹部候補生・予備自衛官補を募集します
受験科目 自衛隊幹部候補生（幹部自衛官）

応募資格

応募資格

試　験　日

大卒程度試験　平成26年4月1日現在、22歳以上26歳未満の方

【お問い合わせ】自衛隊四万十地域事務所　蕁35－3096

院卒者試験　　平成26年4月1日現在、修士課程修了者などで、20歳以上28歳未満の方�  

1次試験　5月11日（土）　筆記試験

1　　　　5月12日（日）　筆記式操縦適性検査（飛行要員希望者のみ）

受付期限 4月26日（金）

初　任　給 214,900円（平成23年4月1日現在）

衣　食　住 食事・光熱費・宿泊費など無料

休日休暇 年次休暇（年間24日）、夏季および年末年始の特別休暇などがあり、原則として週休2日制

概　　要

受験科目 予備自衛官補

一　般　　平成25年7月1日現在、18歳以上34歳未満の方

技　能　　平成25年7月1日現在、18歳以上54歳未満の方で国家資格を有する方

試　験　日 4月13日（土）

受付期限 4月3日（水）

身　　分 非常勤の特別職国家公務員

衣　食　住 教育訓練招集間は食事・光熱費・宿泊費など無料

自衛隊組織の骨幹である幹部自衛官（パイロット要員含む）として、必要な知識と技能を修得
するために幹部候補生学校にて教育を受けます。卒業後は初級幹部として部隊を指揮しなが
ら、さらなる知識と技能の修得に努め、「平和を、仕事にする。」責任を担っていきます。　� 

概　　要

普段は、社会人として、それぞれの職業に従事しながら、必要とされる練度を維持するため訓
練招集に応じます。有事には防衛招集に応じて出頭し、後方の警備や後方支援などの任務にあ
たるとともに、特に必要があると認められる場合には、国民保護等招集に応じることとなります。
また、平時においても大臣が特に必要を認める場合には、災害招集に応じることとなります。

手当など

教育訓練招集手当：日額7,900円（教育訓練参加日数分支給）� 
教育訓練招集旅費：教育訓練に応じて教育訓練に参加する場合、自宅から教育訓練実施� 
　　　　　　　　　駐屯地までの交通費を支給
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黒潮町ケーブルテレビ

3月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

時

6

番　　　　組

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500
E-Mail  iwktv@iwk.ne.jp

（土・日・祝日・年末年始を除く9：00～17：00）
（土・日・祝日・年末年始を除く8：30～17：15）

◆ＩＷＫＮＥＷＳ…まちの出来事をお送りします。
◆行政チャンネル…役場からの情報をお送りします。
◆耳をすまして…まちの人による絵本の読み聞かせ番組。
◆こじゃんと夢中!!みんなのサークル…サークルや部活動など、夢中な人をご紹介。
◆教えて!!まちのお店舗さん…黒潮町のお店をご紹介します。
◆ふるさと散策…黒潮町内を散策、再発見します。

◆お話玉手箱…町内の民話、伝承などを紙芝居で楽しめます。
◆料理deぽん…町内のいろんなごちそうをご紹介。
◆図書館どうでしょう…図書館の新刊をご紹介。
◆ザ☆黒潮人…町内に住む「人」にクローズアップ
◆くろしお☆チルドレン…黒潮町の子どもたちをご紹介します。

ＩＷＫＴＶ自主放送番組内容のご紹介 番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  行政チャンネル
40  耳をすまして
55  こじゃんと夢中!! みんなのサークル

7

10  ふるさと散策
15  教えて!! まちのお店舗さん
30  図書館どうでしょう
35  料理deぽん
50  お話玉手箱

11

10  耳をすまして
25  こじゃんと夢中!! みんなのサークル
40  ふるさと散策
45  教えて!! まちのお店舗さん

12

00  図書館どうでしょう
05  料理deぽん
20  お話玉手箱
35  ザ☆黒潮人
50  くろしお☆チルドレン
55  サイエンスチャンネル

13 10  Kochi on TV!

14 10  片さんのFish! おふ

9 40  片さんのFish!おふ

8

05  ザ☆黒潮人
20  くろしお☆チルドレン
25  サイエンスチャンネル
40  Kochi on TV!

10
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  行政チャンネル

特
別
番
組

※24：00～翌朝6：00までは「ショップチャンネル」を
　放送します。24

時

15

番　　　　組
00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  行政チャンネル
40  耳をすまして
55  こじゃんと夢中!! みんなのサークル

16

10  ふるさと散策
15  教えて!! まちのお店舗さん
30  図書館どうでしょう
35  料理deぽん
50  お話玉手箱

20

10  耳をすまして
25  こじゃんと夢中!! みんなのサークル
40  ふるさと散策
45  教えて!! まちのお店舗さん

21

00  図書館どうでしょう
05  料理deぽん
20  お話玉手箱
35  ザ☆黒潮人
50  くろしお☆チルドレン
55  サイエンスチャンネル

22 10  Kochi on TV!

23 10  片さんのFish! おふ

18 40  片さんのFish!おふ

17

05  ザ☆黒潮人
20  くろしお☆チルドレン
25  サイエンスチャンネル
40  Kochi on TV!

19
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  行政チャンネル

加入料無料キャンペーン実施中！加入料無料キャンペーン実施中！
■土佐の「おきゃく」2013野球で交流
　（高知ファイティングドックス VS 四国銀行）
　【生中継】3月9日（土）12：45～試合終了まで
　【再放送】3月9日（土）19：00～試合終了まで
　※雨天の場合は3月10日（日）に延期。
　　3月10日（日）も雨天の場合は試合中止。

■小中学校卒業式も放送予定！！

■黒潮町議会3月定例会（生中継・再放送）
　3月8日（金）～3月21日（木）
　【生中継】9：00～議会終了まで
　【再放送】翌日19：00～議会終了まで

※議会運営委員会の結果により、日程は変更と
なる場合があります。

■高知県議会3月定例会（録画放送）
　3月22日（金）～3月29日（金）
　10：00～議会終了まで

注1）特別番組放送日は、番組時間を調整するため、番組予定表と異
なる場合があります。

注2）放送内容などは予告なく変更する場合がありますのでご了承く
ださい。なお、電子番組表をご覧いただくと正確な番組内容を確認できます。（デジアナ放送を視聴の方以外）
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高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
５
カ
所
に

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
労
働
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、

労
使
間
に
お
け
る
個
別
労
働
紛
争
（
不

当
解
雇
、
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
、
い

じ
め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
）
の
適
切
か
つ

迅
速
な
解
決
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
女
性
相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
四
万
十
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

蕁
０
８
８
０
―
３
５
―
３
１
４
８

試
験
日

・
第
１
次
試
験
　
６
月
９
日（
日
）

・
第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格
者
）

　
７
月

１６
日（
火
）〜

１８
日（
木
）

受
付
期
間

　
４
月
１
日（
月
）〜

１１
日（
木
）

試
験
の
区
分
　

矯
正
心
理
専
門
職
、
法
務
教
官
、
法
務

教
官
（
社
会
人
）、
保
護
観
察
官

　
　
 

高
知
少
年
鑑
別
所 

庶
務
課

　
　
（
〒
７
８
０
―
０
０
６
５

　
　
　
高
知
市
塩
田
町

１９
―

１３
）

蕁
０
８
８
―
８
７
２
―
９
２
８
３

　
試
験
に
よ
り
、
申
込
受
付
期
間
や
試

験
日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
国
家
公
務
員

試
験
採
用
情
報
ナ
ビ（http://w
w

w
.jinji.

go.jp/saiyo/saiyo.htm

）」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

試
験
名
　
※
試
験
日
順

【
大
学
以
上
卒
業
程
度
】

総
合
職
試
験
・
航
空
管
制
官
・
法
務
省
専

門
職
員（
人
間
科
学
）・
国
税
専
門
官
・
労

働
基
準
監
督
官
・
財
務
専
門
官
・
皇
宮
護

衛
官
・
食
品
衛
生
監
視
官
・一
般
職
試
験

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

海
上
保
安
学
校
学
生（
特
別
）・
一
般
職

試
験
・
税
務
職
員
・
刑
務
官
・
海
上
保

安
学
校
学
生
・
皇
宮
護
衛
官
・
入
国
警

備
官
・
航
空
保
安
大
学
校
学
生
・
海
上

保
安
大
学
校
学
生
・
気
象
大
学
校
学
生

 
 

人
事
院
四
国
事
務
局

 
（
〒
７
６
０
―
０
０
６
８

 
 

高
松
市
松
島
町
１
―

１７
―

３３
）

蕁
０
８
７
―
８
３
１
―
４
７
６
５

問

問

申
・
問

まちの掲示板まちの掲示板

相
　

談

平
成
２５
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

募
　

集

法
務
省
専
門
職
員（
人
間
科
学
）

採
用
試
験

イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報
■ 「春の花祭り」
　鉢花、グァバ製品を特価で販売します。
皆さんお誘いあわせのうえぜひお越しく
ださい。
日　時：3月17日（日）9：00～15：30
場　所：ジョブなしろ内ハウス
　　　（黒潮町田野浦524　大方生華園）
内　容：鉢花・グァバ製品などの即売
　　就労支援事業所　ジョブなしろ

蕁43－4666
問

問 問

■ 「笑顔でつながる写真展」
　全国から応募があった、眺めるだけで
和んでくるとびきりの笑顔の写真を展示
します。
日　時：3月6日（水）～23日（土）
　　　　10：00～15：00（日・月・火曜日休館）
場　所：ワークギャラリー芸農人
　　　（黒潮町入野・サンシャインami内）
入場料：無料
　　NPO芸農人

蕁090－4971－7339（矢野）

■ 平成25年度 県立中村高等技術学校訓練生募集
【追加入試】
募集訓練科名 応募資格 訓練期間 募集定員

木造建築科 2年 若干名

中学校卒業者以上で（平
成25年3月卒業見込みを
含む）平成25年4月1日
現在29歳以下

【住宅リフォーム科前期入試】
募集訓練科名 応募資格 訓練期間 募集定員

住　　　　宅
リフォーム科

6カ月 10名

中学校卒業者以上で（平
成25年3月卒業見込みを
含む）平成25年4月1日
現在65歳以下

左官・タイル
施工科

2年 若干名

中学校卒業者以上で（平
成25年3月卒業見込みを
含む）平成25年4月1日
現在35歳以下

＊いずれの入試も下記日程で行います。
 　願書受付：3月5日（火）～27日（水） 
　 試　験　日：3月28日（木）�   
 　試験科目：適性試験・面接�   
 　合格発表：3月29日（金）�   

＊遠隔地者には寮
  （男性）もあります。

高知県立中村高等技術学校 
〒787－0019　四万十市具同5179 　蕁37－2723    
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305/ 
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（
１
月

１４
日
／
佐
賀
中
学
校
前
〜
県
道
中
土
佐
佐
賀
線
）

　
黒
潮
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と
黒

潮
町
教
育
委
員
会
の
主
催
。
５
区
間
６
・

７
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
男
子
の
部

２３
チ
ー
ム
、
女
子
の
部

１９

チ
ー
ム
、
オ
ー
プ
ン
参
加

５７
人
、
合
わ

せ
て
２
６
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
練
習
し
て
き

た
成
果
が
発
揮
さ
れ
新
記
録
も
出
ま
し

た
。
沿
道
に
は
早
朝
か
ら
保
護
者
や
近

所
の
方
が
陣
取
り
、
懸
命
に
走
る
選
手

に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
選
手
が
ゴ
ー
ル
す
る
た
び
に
、
仲

間
や
他
チ
ー
ム
の
児
童
か
ら
も
声
援
や

温
か
い
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

１
位
　

中
村
小 

　
　
２
位
　

具
同
小

３
位
　

東
山
小

【
女
子
の
部
】
※
新
は
コ
ー
ス
新
記
録

１
位
　

具
同
小 

新
　
２
位
　

中
村
南
小

３
位
　

窪
川
小
レ
デ
ィ
ー
ス

【
区
間
賞
・
男
子
】

▼
１
区
／
１
・
５
㎞
　
　

中
屋
友
那（
中
村
小
）
　
　　
４
分

５４
秒

▼
２
区
／
１
・
４
㎞
　
　

林
　
優
利（
窪
川
小
ガ
ッ
ツ
）５
分

２２
秒

▼
３
区
／
１
・
３
㎞
　
　

佐
田
栄
喜（
東
山
小
） 

　
　   

４
分

５０
秒

▼
４
区
／
１
・
０
㎞
　
　

寺
西
敦
哉（
中
村
南
小
）
　 

３
分

４６
秒

▼
５
区
／
１
・
５
㎞
　
　

川
口
晃
雅（
中
村
南
小
）
　
　５
分

１０
秒

【
区
間
賞
・
女
子
】※
新
は
区
間
新
記
録

▼
１
区
／
１
・
５
㎞
　
　

饌
口
菜
月（
具
同
小
）
　
５
分
３
秒 

新

▼
２
区
／
１
・
４
㎞
　
　

宮
地
　
桃（
窪
川
小
レ
デ
ィ
ー
ス
） 
５
分

２０
秒

▼
３
区
／
１
・
３
㎞
　
　

佐
田
愛
花（
東
山
小
）
　
　 
５
分
０
秒

▼
４
区
／
１
・
０
㎞
　
　

鎌
田
麻
由（
東
山
小
）
　
　 

３
分

５６
秒

▼
５
区
／
１
・
５
㎞
　
　

山
本
玲
奈（
具
同
小
）・
佐
田
い
ろ
は（
中

村
小
）
　 

　
　
　
　
　
　
５
分

２５
秒

【
町
内
上
位
入
賞
者
】

▼
男
子
・
１
区

３
位
　

中
澤
龍
世
（
入
野
小
Ａ
）
５
分

１０
秒

▼
男
子
・
２
区

３
位
　

酒
井
　
優
（
南
郷
ボ
ー
イ
ズ
）

５
分

２９
秒

▼
男
子
・
５
区

３
位
　

宮
川
竜
一
（
入
野
小
Ａ
）
５
分

２９
秒

（
２
月
３
日
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

体
育
館
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

　
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
の
も
と
、
小

学
１
年
生
か
ら

７８
歳
ま
で
の
総
勢
２
５

０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
爽
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部
／
１
・
５
㎞

【
男
子
】

①
小
松
剛
基（
６
分

０２
秒
）②
有
光
勇
太

（
６
分

０４
秒
）③
西
山
大
輝（
６
分

０５
秒
）

【
女
子
】

①
吉
松
真
穂（
６
分

１３
秒
）②
嵐
杏
心（
６

分
２６
秒
）③
尾
崎
琳（
６
分

４２
秒
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部
／
２
・
０
㎞

【
男
子
】

①
林
優
利（
７
分

４４
秒
）②
藤
岡
賢
生（
７

分
４７
秒
）③
石
井
太
陽（
７
分

５４
秒
）

【
女
子
】

①
宮
地
桃（
７
分

４５
秒
）②
新
谷
美
玲（
８

分
０８
秒
）③
永
野
涼
花（
８
分

１４
秒
）

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
新
谷
竜
平（

１０
分

４７
秒
）②
森
大
志

（
１１
分

０７
秒
）③
北
川
文
太（

１１
分

２４
秒
）

【
女
子
】

①
饌
口
菜
月（

１１
分

０４
秒
）②
福
田
夏
鈴

（
１２
分

３２
秒
）③
村
上
朋
華（

１３
分

０１
秒
）

◆
中
学
生
〜
３４
才
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
猪
谷
進
示（

１０
分

０６
秒
）②
福
留
叶
太

（
１０
分

２１
秒
）③
川
村
孝
史（

１０
分

２７
秒
）

【
女
子
】

①
池
本
愛（

１０
分

１４
秒
）②
池
田
愛
果

（
１２
分

３３
秒
）③
徳
広
彩
華（

１３
分

１０
秒
）

◆
３５
才
〜
５９
才
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
國
本
武
恒（

１０
分

１９
秒
）②
山
本
英
明

（
１１
分

１８
秒
）③
野
島
彰
人（

１１
分

３２
秒
）

【
女
子
】

①
松
本
珠
女（

１３
分

５３
秒
）②
池
本
瑠
美

（
１５
分

４８
秒
）③
本
田
安
紀
子（

１５
分

４９

秒
）

◆
６０
才
以
上
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
塩
田
充
幸（

１１
分

１４
秒
）②
吉
尾
正
市

（
１３
分

５１
秒
）③
濱
内
喜
代
太（

１４
分

１２

秒
）

【
女
子
】

①
笹
岡
克
代
子（

１６
分

４２
秒
）②
酒
井
澄

子（
２４
分

４２
秒
）

◆
中
学
生
〜
３４
才
の
部
／
６
・
０
㎞

【
男
子
】

①
芝
闢
綾（

２１
分

１６
秒
）②
常
石
幸
樹

（
２１
分

１９
秒
）③
下
谷
弘
樹（

２１
分

３０
秒
）

◆
３５
才
〜
５９
才
の
部
／
６
・
０
㎞

【
男
子
】

①
有
光
浩（

２０
分

３２
秒
）②
嵐
英
樹（

２１

分
４７
秒
）③
伊
勢
脇
清
男（

２１
分

４９
秒
）

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

第
７
回
黒
潮
町
少
年
駅
伝
大
会

第
７
回
黒
潮
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

まちの掲示板まちの掲示板
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トピックストピックス

　
１
月

２０
日
、
女
性
を
中
心
と

し
た
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
は

ち
き
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
黒

潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

日
ご
ろ
町
内
各
地
で
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

女
性
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
知
り
交
流
を
深
め
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
、
今
回
初
め

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
活
動
発
表
を
行
っ
た
の
は
、佐

賀
地
域
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な

ど
を
行
う
「
な
ぶ
ら
」
、
拳
ノ

川
で
毎
月
２
回
さ
が
谷
三
里
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
主
催
す
る
「
黒
潮

町
佐
賀
北
部
地
域
協
議
会
」、北

郷
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品

づ
く
り
に
取
り
組
む
「
北
郷
ひ

ば
り
工
房
」
、
旧
蜷
川
小
学
校

で
宿
泊
・
自
然
体
験
の
受
け
入

れ
や
モ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
「
で

あ
い
の
里
蜷
川
」
、
地
元
食
材

を
使
っ
た
手
づ
く
り
加
工
食
品

を
毎
月
の
海
辺
の
日
曜
市
で
販

売
し
て
い
る
「
橘
川
中
山
間
生

産
組
合
」
の
５
団
体
。ま
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
が
持
ち
寄
っ
た

料
理
を
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
試
食
。

そ
の
後
、各
団
体
が
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け
や
現
在
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
全
体
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
活
動
メ
ン
バ
ー
の

高
齢
化
や
後
継
者
の
問
題
に
つ

い
て
、「
高
齢
者
の
体
験
や
知
識

に
教
わ
る
こ
と
も
多
い
」「
自
分

た
ち
が
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
れ
ば
、

若
い
人
た
ち
も
子
育
て
が
ひ
と

段
落
し
た
ら
参
加
し
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
発
言

が
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動

を
続
け
る
こ
と
が
、
周
囲
を
巻

き
込
み
、
地
域
を
に
ぎ
や
か
に

す
る
の
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
皆
さ
ん
の

活
動
を
聞
い
て
励
ま
さ
れ
た
」「
各

地
域
の
お
い
し
い
料
理
を
食
べ

て
幸
せ
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
町
内

各
地
の
は
ち
き
ん
た
ち
が
ま
す

ま
す
元
気
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

海岸部ではサバの南蛮漬けやこぶり（魚をたたいて作る団子）汁、山間部で
はシイタケの天ぷら、刺身こんにゃく、さつまいもコロッケ、山菜おこわ、ち
らし寿司など、地域の特色を生かした手づくり料理が並びました。

左）活動紹介ＶＴＲ
を見ながら試食。

下）町内外から集
まった約６０人の
女性たち。地域を
にぎやかにする「は
ちきんパワー」が
あふれています。

「チャンスは絶対
逃しません」
金子　広子 さん

（であいの里蜷川）

「地域のためにな
んとかしたい」
小谷　節子 さん

「若者が戻ってき
てくれたら」
堀　　由紀 さん
（北郷ひばり工房）

「出会いや交流が
楽しい」
畦地　璋子 さん

（橘川中山間生産組合）

「カツオのなぶら（群れ）のように
みんなで集まってやっています」
長嶋千代美 さん・明神　里寿 さん

（なぶら）

活動
発表

活動
紹介
ＶＴＲ

全体
ディス

カッション

皿鉢
バイ
キング

主催：特定非営利活動法人 未来地域創造推進機構 FUCCO　共催：黒潮町

（黒潮町佐賀北部地域協議会）
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●ａｂさんご　　　　　　　　　　　　　　黒田　夏子／著
●輝天炎上　　　　　　　　　　　　　　　海堂　　尊／著
●子どもの心の病気を理解しよう�
●ｉＰＳ細胞がわかる本　　　　　　　　　日本科学未来館／著
●英語で手帳を書こう　　　　　　　　　　神林サリー／著
●お直しとか　　　　　　　　　　　　　　横尾香央留／著
●女たちが動く　　　　みやぎの女性支援を記録する会／著
●ヒックとドラゴン外伝
　　　　　　　　　ヒック・ホレンダス・ハドック三世／著
●ペネロペおねえさんになる　　　　アン・グッドマン／著
●ぼく仮面ライダーになる　オーズ編　　　　　のぶみ／著

佐
賀
図
書
館

3月
日 月 火 水 木 金 土

笊 1 笊 笆 笳 1 2
笳 4 5 6 7 8 9
筐 11 12 13 14 15 16
筵 18 19 筧 21 22 23
筮 25 26 27 28 箜 30

3月
日 月 火 水 木 金 土

笊 1 笊 笆 笳 1 2
3 笘 5 6 7 8 9

10 筺 12 13 14 15 16
17 筥 19 筧 21 22 23
24 箝 26 27 28 箜 30

箋 25 26 27 28 箜 30 31 箝 26 27 28 箍 箜

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

3

4

日
11～17
18～24
25～31

1～7
08～14
15～21

大 方 地 域 佐 賀 地 域
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道

山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

クロシオライフラインサービス

中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

43－1420

43－3075

43－0211

43－4665

44－1513

43－1149

43－2096

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野1769

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

43－2024

55－7371

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

入野544－4

拳ノ川1781

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
大
方
図
書
館
】

　
火
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

【
佐
賀
図
書
館
】

　
月
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
※
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

にがおえ・イメージ・感想画作品を展示しています
　皆さんから応募いただいた作品（絵）を展示して
います。ぜひ、見にきてください。

期　間

大
　

方
3月7日(木)まで
※4日（月）は休み

会　場

大方あかつき館　
1階町民ギャラリー

内　容

全作品を展
示

佐
　

賀

3月9日(土)～
3月16日(土)
※10日（日）は休み

黒潮町総合センター
1階ロビー

一部作品(佐
賀地域児童)
を展示

○お問い合わせ　大方図書館　蕁43－2110（直通）
　　　　　　　　佐賀図書館　蕁55－3150（直通）



澤広報くろしお  №84　2013（平成25）年3月号

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

西地　　撰くん
〈平成24年7月29日生まれ〉

兄弟仲良く、たくましく育
ってね!!   〈お母さんより〉

竹内　虹心ちゃん
〈平成24年3月17日生まれ〉

いつもニコニコ笑顔のた
えない子でいてね。
〈お父さん・お母さんより〉

せん に こ

岡本　綺星ちゃん
〈平成24年7月22日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良く！元気
に育ってね。

〈パパ・ママより〉

きらり

明神　克典くん
〈平成24年9月10日生まれ〉

お兄ちゃんと暴れまわっ
てネ。　　　　 〈ママより〉

浜村　聡真くん
〈平成24年9月19日生まれ〉

優しく、元気な子に育っ
てね。　　〈お母さんより〉

のりかつこ はく まそう

宮地　琥珀くん
〈平成24年8月1日生まれ〉

元気でやさしい子になっ
てください。　　 〈母より〉

　
寒
さ
の
中
に
も
、
春
の
訪
れ
を
感
じ

る
こ
の
ご
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

も
多
く
の
方
々
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　★
お
で
か
け
広
場

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
５
日（
火
）ふ
れ
あ
い
遊
び

・
１２
日（
火
）園
庭
遊
び

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
６
日（
水
）ふ
れ
あ
い
遊
び

・
１３
日（
水
）園
庭
遊
び

・
２７
日（
水
）誕
生
会

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
合
同
親
子
遠
足

・
１９
日（
火
）
１０
時
現
地
集
合

　
お
弁
当
を
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う

　
雨
天
の
場
合
　
２１
日（
木
）

　
場
所
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

　
　
　
　
佐
賀
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

3
月
の
予
定

地引き網 de 漁師汁地引き網 de 漁師汁

昔、入野の浜で行われていた地引き網漁。
小型の船で沖から陸に魚を囲むように網を渡し、
みんなで網を引っ張ろう！
どんな魚が入っているかは引いてみてのお楽しみ。
昼食は、獲れた魚を入れた漁師汁で温まろう。

日時：3月30日（土）
　　　09：30～受付　10：00～地引網
　　　12：00～昼食　13：00終了
場所：黒潮町入野の浜
　　　（海のバザール駐車場横 集合）
費用：大人（中学生以上）1,500円
　　　小学生 1,000円　小学生未満 500円
　　　※昼食代込（おにぎり・漁師汁）
定員：先着100名
申込期限：3月25日（月）

【お申し込み・お問い合わせ】
　　　　　　　NPO砂浜美術館　蕁43－4915


